
第 １ ０ 回 荒 瀬 ダ ム 撤 去 フ ォ ロ ー ア ッ プ 専 門 委 員 会 

平成 27 年 10 月 29 日 

熊本県企業局

説明資料 



■ 議題１ 第 9 回の審議内容のまとめ                                   説明資料１ 

（１）土砂移動について 

（２）ダム撤去範囲について 

（３）ダム湛水域区間における魚類の生態調査について

■ 議題２ 撤去工事等について                                  パワーポイント資料 

（１）現況の報告 

（２）今後の予定 

■ 議題３ 環境モニタリング調査結果（中間報告）について                          説明資料２ 

■ 議題４ その他 

【参考資料】（別冊） 

● 平成 27年度 環境モニタリング調査結果（中間結果） 

・参考資料Ⅰ 項目毎の調査結果等 

・参考資料Ⅱ 縦断方向の変化（春夏） 

・底生動物（重要種）の調査結果の概要 

kumamoto
スタンプ
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（議題１）第９回の審議内容のまとめ 

説明資料１ 
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■第９回荒瀬ダム撤去フォローアップ専門委員会における意見等への対応状況 

（１） 土砂移動について 

項目 
該 当 

ページ 
発言委員 意見（要旨） 事務局回答（要旨） 現在の対応状況等 

みお筋部撤去後

の 3 月出水結果

を踏まえた出水

時土砂動態予測 

議事録 

P.12 

～13 

大本委員 

３月の出水時、ピーク流量３７２m3 /s で４万m3 位の土砂が動いた。今年の出水時、例えばピークが 

５,０００、６,０００m3/s 位までいくと、土砂がどれぐらい動くかという視点が重要だ。 

測量結果をもとに、今後もシミュレー

ションについて検討していきたい。 

【説明資料 P.3 を参照】 

４月及び７月の測量結果をもとに、土砂

移動の状況についてコンター図等を活用

しながら検討・整理した。 

なお、河床変動シミュレーションは、その

再現性の確認及び今後の予測について

引き続き検討していく予定である。 

議事録 

P.14 

～15 

藤田委員 

今回の３７２m3/s の出水による河床変化はこんなふうに計算で説明できた、あるいは実態と計算との

差異はこうだったというような検討があり、さらにその再現性を踏まえて、改めて１,５００m3/s とか３,０００ 

m3/s、５,０００m3/s というクラスの出水が起こった時に予想される河床変動はこのようなものとなりそうで

あるということを検討していくことが重要である。 

流量規模による

浸食状況の変化 

議事録 

P.15 

～16 

柏井委員 

比較的小さい流量で４万 m3 動いたということで、佐瀬野の状況とかを見ても、基本的には側岸侵食で

土砂が侵食され移動したと考えられる。最近、他ダムの下流での置き土の事例を見ると、置き土そのもの

が水をかぶるかかぶらないかで土砂の出方が全然違う。したがって、流量が大きくなってくると、佐瀬野と

か、今、侵食されて残っているところの上を削られていく現象になるので、一気に土砂が増えると思われ

る。上流の侵食については、大流量の時と、多分、今回の出水期前の小流量の出水の状況というのは随

分違うと思うので、注意しておいてもらいたい。 

ご指導いただきながら、面的なデー

タの調査等のモニタリングの検討を進

めていきたい。 

ダム上流の面的

な河床形状の調

査 

議事録 

P.19 
角委員 

今後は上からの土砂が出てくる等いろいろな土砂の出方が考えられる。そこで、カットしたみお筋を含

むダム直上流を当面の主な土砂供給源として想定されるのであれば、もう少し面的なデータをきちんとと

って、本当にここが土砂としてどう動いたのかというところを少し集中的にこの一、二年を見ていくことが大

事なのではないか。 

（２） ダム撤去範囲について 

項目 
該 当 

ページ 
発言委員 意見（要旨） 事務局回答（要旨） 現在の対応状況等 

撤去範囲の決め

方 

議事録 

P.25 
角委員 

瀬田川の洗堰という事例を紹介したが、今後、数年、あるいはもっと経ったときに、荒瀬ダムがここにあ

ってこういう役割を果たしていたということを後世に伝えるための何か手がかりがあってもよい。 

魚道も護岸的な役割があるというこ

とで、魚道に影響を与えないように撤

去範囲を決めた経緯がある。詳細な

部分については、協議させていただき

たい。 

管理者等の協議を実施し、検討中であ

る。 

第１１回委員会で報告する予定である。 
議事録 

P.25 
藤田委員 

河川には法律や技術基準とかがあるため、いきなり純技術的、文化的に議論に入ると、今後、混乱に

つながる可能性がある。技術的、科学的な範疇で撤去をしていい範囲がここまでということは、事務局の

役割として整理をお願いできればと考えている。 

議事録 

P.26 
柏井委員 

撤去範囲というのは、技術的な範囲というのではなくて、ぜひ地元とか、そういうところとの意思疎通を

しっかりやっていただくようお願いしたい。 

魚道の残し方 
議事録 

P.26 
森委員 

魚道が左岸側にありますが、それについては今何か検討されているのかどうか。 

（３） ダム湛水域区間における魚類の生態調査について 

項目 
該 当 

ページ 
発言委員 意見（要旨） 事務局回答（要旨） 現在の対応状況等 

生物による環境

評価という視点か

らの調査方法 

議事録 

P.16 

～17 

森委員 

百済木川でオイカワが映っていたが、産卵初期の個体である。百済木川は、オイカワにとっては産卵

場所として認められつつある。つまり魚側が評価をしてくれるということなので、単に魚のリストというだけ

でなく、体長、雄雌の比、肥満度、卵を持っているか等も今後のデータに加えると、かなりの精度で、生き

物側から環境の評価をしてもらえるので、今後のデータの採り方を検討いただければと思う。 

－ 【説明資料 P.20 を参照】 

調査計画書（案）を作成し、今後、調査を

実施予定である。また、その調査結果等

を整理し、物理環境と生物環境の関係性

についての検討も予定している。 

【参考資料Ⅰ】P.1～2参照 
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【資料１】土砂移動について 

（１）平面形状の変化状況 

【ダム下流域】 

● 下流域は、みお筋部撤去(H27年 3月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水により、ダム上流の土砂が流出し、Ｈ27年7月には砂州が拡大した（ダム直下流左岸の州、道の駅坂本前右岸の州）。 

● 上流域は、みお筋部撤去(H27年 3月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水により、平成27年7月には砂州が消失・縮減した（特に、20/400～20/800の造成した砂州）。 

H26.1.26

H27.2.21

H27.4.22（みお筋部撤去後）

H27.7.31（6～7月の小中規模出水直後）

Ｓ23（ダム建設前）

H27.10.10

荒瀬ダム日平均流量：35m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：31m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：83m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：109m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：50m3/s 

注：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 
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【ダム上流域】 

H25.8.19（水位低下装置設置後）

H27.2.21（堆砂除去工事中）

H27.4.22（みお筋部撤去後） Ｓ23（ダム建設前）

H27.7

H27.10.10（6～7月の小中規模出水後）

荒瀬ダム日平均流量：48m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：31m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：83m3/s 

荒瀬ダム日平均流量：50m3/s 

注：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 
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（２）地上景観の変化状況

【遙拝堰】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

【横石】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

2014 年 1月撮影 

2014 年 1月撮影 

注 1：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 

注 2：2015 年 10 月の流量は速報値 
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【下代瀬】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

【坂本橋】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

2015 年 2月撮影 

2015 年 2月撮影 

注 1：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 

注 2：2015 年 10 月の流量は速報値 
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【道の駅坂本】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 8日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：55m3/s）

【佐瀬野】 

撮影地点 2013年 10月 7日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：53m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

2015 年 10月撮影 

2015 年 10月撮影 

注 1：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 

注 2：2015 年 10 月の流量は速報値 
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【百済木川合流部①】 

撮影地点 2013年 10月 7日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：53m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

【百済木川合流部②】 

撮影地点 2013年 10月 7日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：53m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

2015 年 10月撮影 

百済木川 

2015 年 10月撮影 

百済木川 

注 1：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 

注 2：2015 年 10 月の流量は速報値 



- 9 -

【百済木川】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 8日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：55m3/s）

【与奈久】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

2015 年 2月撮影 

2015 年 10月撮影 

百済木川 

注 1：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 

注 2：2015 年 10 月の流量は速報値 
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【西鎌瀬】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

【瀬戸石ダム下流】 

撮影地点 2013年 9月 21日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：65m3/s） 2014年 10月 3日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：60m3/s） 2015年 10月 9日 撮影（荒瀬ダム日平均流量：50m3/s）

2014 年 1月撮影 

2015 年 2月撮影 

注 1：流量は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量 

注 2：2015 年 10 月の流量は速報値 
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平成 27 年 4 月 22 日（みお筋部撤去後） 

荒瀬ダム日平均流量：83m3/s 

平成 27 年 2 月 21 日（堆砂除去工事中） 

荒瀬ダム日平均流量：31m3/s 

荒瀬ダム 

藤本発電所 

百済木川 

葉木橋 

荒瀬ダム 

藤本発電所 

百済木川 

葉木橋 

18/000 19/900

第２流水回復区間 流水回復区間 
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平成 27 年 10 月 10 日 

荒瀬ダム日平均流量：50m3/s 

第２流水回復区間 流水回復区間 

18/000 19/900

荒瀬ダム 

藤本発電所 

葉木橋 
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百済木川 

百済木川 

平成 27 年 10 月 10 日 

荒瀬ダム日平均流量：50m3/s 

平成 27 年 2 月 21 日（堆砂除去工事中） 

荒瀬ダム日平均流量：31m3/s 
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（３）横断形状の変化状況

● 下流域は、みお筋部撤去(H27年 3月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水により、ダム上流の土砂が流出し、19ｋ00～19ｋ80で河床が上昇した。 

● 上流域は、みお筋部撤去(H27年 3月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水により、左岸の寄州(19ｋ91～20ｋ23)及び右岸の中州・寄州(20ｋ41～20ｋ79)で河床が低下した。 
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（４）堆砂量の変化状況（Ｈ２５年度以降）

１）元河床からの堆砂量の変化状況（ダム上流部）

対象年 Ｓ30～Ｈ26.2 Ｓ30～Ｈ27.2 Ｓ30～Ｈ27.4 Ｓ30～Ｈ27.7 

コンター図 

距離標別 

グラフ 

堆砂量[千m3] 375 318 294 82 

● みお筋部撤去(H27年3月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水により、ダム上流の土砂が流出し、H27年 4月～7月の間に洗掘し、ダム建設前（Ｓ30）の河床に戻りつつある。 

自然流下：20千ｍ3

土砂除去：△34千ｍ3

本体工事：△ 4千ｍ3

自然流下：24千ｍ3 自然流下：212千ｍ3

注：堆砂量の計算対象区間は、ダム上流部は

19/910～21/660 である。 
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２）測量年間の堆砂量の変化状況

対象年 Ｈ26.2～Ｈ27.2 Ｈ27.2～Ｈ27.4 Ｈ27.4～Ｈ27.7 

コンター図 

堆砂量・洗掘量

[千m3] 

ダム下流（堆積量）：14 

ダム上流（洗掘量）：4 

※ダム上流（土砂除去・仮設土）：37 

ダム下流（堆積量）：39 

ダム上流（洗掘量）：40 

※ダム上流（土砂除去・仮設土）：4

ダム下流（堆積量）：175 

ダム上流（洗掘量）：220

● みお筋部撤去(H27年3月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水により、ダム上流の土砂が流出し、H27年 4月～7月の間で、上流では洗掘、下流では堆積した。 

注：堆砂量の計算対象区間は、下流部は18/200～19/850、上流部は19/910～21/660である。 
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【資料２】ダム湛水域区間における魚類の生態調査について 

調査計画の概要を以下に示す。 

（１）調査実施の経緯

平成 27 年 3 月のみお筋部撤去により、荒瀬ダムの元湛水区間では今後、河川環境への変化が一段と進

行すると思われる。そこで、ダム上流区間における河川環境への変化過程について、これまで実施してき

た生物相調査では捉えきれない、生物の側から見た場の変化に着目した補足調査を実施する。 

（２）調査項目及び調査方法

調査項目及び調査方法を表-1に示す。 

表-1 調査項目及び調査方法 

（３）調査時期

調査時期は、魚類の生態を考慮し、表-2 の日程で実施する。 

表-2 調査日程 

（４）調査地点

ダム上下流の既存調査地点の 6 地点を調査対象地点とした。なお、ダム直下流の「①道の駅坂本」は、

本年 6～7 月の小中規模出水後に河川環境が変化したこと、また今後も河川環境が変化する可能性が高い

ことから、ダム下流であるが調査地点とした。 

図-1 調査位置 

表-3 調査地点の概要 

調査項目 調査方法 備 考

①体長別の個体数
オイカワ、カワムツ、カマツカ及びアユについて、全捕
獲個体の体長を測定

②肥満度
オイカワ、カワムツ、カマツカ及びアユについて、全捕
獲個体の体長及び体重を測定

肥満度は下記の式から算出

体重［g］÷体長［cm］3×1000

③成魚の雌雄別の個体数
オイカワ、カワムツ、カマツカ及びアユについて、全捕
獲個体の二次性徴後の雌雄別の個体数を記録

カマツカについては、二次性徴後の成魚の雌雄
の区別が困難な場合は、調査対象外とする

④成熟魚の個体数
オスは追星や婚姻色等を呈した個体数を記録
メスは腹を押し放卵する個体数を記録

⑤産卵箇所及び卵数
早瀬での潜水調査によりアユの産卵箇所及び卵数を
記録

オイカワ、カワムツ及びカマツカの産卵箇所の確
認は困難なため、調査対象外とした

調査時期
春季

（5～6月）
夏季
（7月）

秋季
（10月）

①体長別の個体数 ○ ○ ○

体長別の個体数グラフを作成し、その
変化状況から再生産の場となっている
かを検討するため、春・夏・秋の各季
に実施する

②肥満度 ○ 1年で最も成長している時期である

③成魚の雌雄別の個体数 ○ 1年で最も成長している時期である

④成熟魚の個体数 ○
（カマツカ）

○
（オイカワ、カワムツ）

○
（アユ）

繁殖期に合わせて設定した

⑤産卵箇所及び卵数 ○ アユの産卵期である

調査項目 備考

調査地点 調査地点の概要

①道の駅坂本
・H27年3月のみお筋部撤去と6～7月の出水により河川環境が変化した
・新たに砂州が形成されるなど、今後も地形が大きく変化する可能性がある

②葉木
・H25年6月の水位低下装置設置後に流水環境に変化した
・小又瀬や一の瀬など名前の付いた瀬が存在した
・ダム撤去後に瀬が早期に復元するように基盤整備を実施した

③百済木川

・H22年4月のゲート開放後に流水環境に変化した
・ダム上流域では最も早く河川環境に変化した
・瀬、淵やワンドなど多様な河川環境要素からなる
・本川と比較して河川幅、水深や流量が小さく特徴的である

④与奈久
・H25年6月の水位低下装置設置後に流水環境に変化した
・湯の瀬という名前の付いた瀬が存在した
・瀬、淵やワンドなど多様な河川環境要素からなる

⑤西鎌瀬
・H22年4月のゲート開放後に流水環境に変化した
・藤ノ瀬という名前の付いた瀬が存在するが小規模である
・M型の淵が大半を占め単調な環境である

⑥瀬戸石ダム下流
・荒瀬ダム撤去関連工事の直接的な影響を受けない地点である
・直上流の瀬戸石ダムによりアーマーコート化している
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（議題３）環境モニタリング調査結果(中間報告) 

（１） 物理環境項目 

１）流量(出水状況) 

２）水質(①常時観測(濁度)、②流量と濁り(濁度、SS)の相関性、③出水時調査) 

３）基盤環境(物理環境の定期モニタリング)

説明資料2 
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■ 全体スケジュール表 

「河川形状(横断・深浅測量)」、「基盤環境の変遷(河川物理環境情報)」及び「粒度組成」については、一部前倒しや変更で実施予定である。 

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

基盤環境の変遷
（空中写真撮影）

－ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

植物相 － 春、夏、秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①
(遥拝堰除く)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物（重要な種） － 春、夏、秋 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

既往調査結果整理 － 不定期

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

底生動物
（重要な種）

－ 初夏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥類 －
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既往調査結果整理 － 不定期

19k0

19k6

植物 ベルトトランセクト － 秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○又は－：調査　　●又は…：必要に応じて調査　　※：植物相の調査の中で確認

調査実施済みの項目は赤字で示す

調査地点

①： 遙拝堰、下代瀬、道の駅坂本、荒瀬ダム百済木川流入部、西鎌瀬（鎌瀬、藤ノ瀬、宮瀬付近）

②： 坂本橋、横石

③： 与奈久（湯の瀬付近）、葉木（小股の瀬）

④： 瀬戸石ダム下流

○ ○

工
事
関
連

項
目

大気
汚染

粉じん等 工事期間中

騒音 建設機械の稼動 工事期間中 ○

○ ○

○ ○ ○ ○

振動 建設機械の稼動 工事期間中 ○ ○ ○ ○ ○

下代瀬餌場産卵場環境 下代瀬 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○○ ○

リ
ー
チ
ス

ケ
ー
ル
項
目

基盤環境

定期モニタリング ○

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
項
目

○ ○

基
礎
項
目

水象 流量 常時

基盤環境

河川形状
（横断・深浅測量）

－ 出水期後

河川形状
（平面測量）

－ 出水期後

基盤環境の変遷
（定点風景・河床撮影）

－ 出水期後

基盤環境の変遷
（河川物理環境情報図）

毎年１出水

①
(遥拝堰除く)

出水期後

②

③

④

○

植物

付着藻類 春、冬

○

動物

底生動物 春、冬

○

魚類 春、夏、秋

○

水質

常時観測
ｐH、濁度、 DO、

水温
常時

定期観測
pH、濁度、DO、BOD、

TN、TP、水温、SS 他 毎月１回

既往調査結果整理 不定期

出水時調査
濁度、SS、DO、
粒度組成

底質

粒度組成 － 出水期後

既往調査結果整理 － 不定期

調査地点

４年目（H27年度） ５年目（H28年度） ６年目（H29年度） （H30年度）

11 3 11 3 11 3 11 3 11 3

撤 去 工 事 計 画

（H23年度） １年目（H24年度） ２年目（H25年度） ３年目（H26年度）

11 3 11 3

○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○

出 水 期

河川外工事

水位低下設備の設置

ゲート撤去着手
右岸門柱の撤去

管理橋の撤去（右岸）

右岸みお筋部の撤去

ゲート撤去完了
左岸門柱の撤去

管理橋の撤去（左岸）
左岸越流部の撤去 右岸部の撤去

　第５期  
50

40

30

20

10

　第５期  
50

40

3 0

2 0

1 0

　第４期  
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40
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20
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　第３期 
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⑥⑦⑧

　第２期
50
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③ ②④⑤

　第１期
50

40

30

20

10

水位低下設備設置
（水位低下）

右岸みお筋部撤去

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

①

● ● ● ●

前倒し調査

●

前倒し調査

H27年の予備調査

水位低下設備の設置
管理橋撤去（右岸）

右岸門柱の撤去 右岸みお筋部の撤去 左岸門柱の撤去
管理橋撤去（左岸）

左岸越流部の撤去 右岸部の撤去
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■ 調査スケジュール表（平成２７年度） 

黄色着色部分    は、本委員会で報告対象とする項目である。 

また、青色着色部分    の①～③は、前倒しや変更で実施予定のものである。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水象 流量

基盤環境 河川形状 横断・深浅測量

基盤環境の変遷 斜め航空写真撮影

定点風景・河床撮影

底質

基盤環境 基盤環境の変遷 河川物理環境情報図

水質

植物 付着藻類

動物 底生動物

魚類

鳥類

基盤環境 物理環境の定期モニタリング

基盤環境 下代瀬採餌場産卵場環境

動物 アユの胃内容物調査

植物 ベルトトランセクト

大気汚染 粉じん等

騒音振動 特定建設機械の稼働
工事期間中に2回実施

騒音振動 発破作業
工事期間中に3回実施

：実施済み
：予定

【出水時調査】
　濁度､DO､SS、粒度組成他

粒度組成

工
事
関
連
項
目

項　目

基
礎
項
目

【常時観測】
　pH､濁度､DO

【定期観測】
　pH､濁度､DO､BOD､TN､TP､水温､SS他

平成２８年

セ
グ
メ
ン
ト

ス
ケ
ー

ル
項
目

底生動物（重要な種）

リ
ー

チ

ス
ケ
ー

ル
項
目

平成２７年

①河床変動シミュレーションの

検証のため1月までに終了予定 

③河川内工事の予定されている一

部地点で 11 月中旬までに前倒し

て実施予定 

②河川内工事の予定されている一

部地点で 11 月中旬までに前倒し

て実施予定 
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■ 調査地点図 
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（１）物理環境項目 

１）流量（出水状況） 

今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

・調査期間において、2,000m3/s 台の出水が 2回(6 月)、1,000m3/s 台の出水が 4回(6 月、7月、8月)発生した。（※荒瀬ダム流量） 

・6月の出水は過去 61 年間で第 44 位(確率 3/4 程度)の出水規模であった。 
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最
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（
m
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/
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各年最大流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成27年）

平成27年6月出水

最大流量2,211m3/s

昭和57年7月出水

（過去最大）

最大放流量6,460m3/s

注: S30～H24は荒瀬ダム放流量、H25以降は瀬戸石ダム放流量及び流入量から換算した荒瀬ダム流量

【参考資料Ⅰ】P.4 参照 
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注1：瀬戸石ダムの流量は速報値（出典：電源開発南九州電力所提供資料）
注2：荒瀬ダム流量は、瀬戸石ダム放流量及び流入量からの換算値

注3：横石の流量は速報値（出典：国土交通省八代河川国道事務所提供資料）
注4：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース）
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２）水質 ① 常時観測(濁度) 

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

今年度の出水時濁度の状況 
出水時の濁度の時間変化 

(自動観測) 

・出水時の瀬戸石ダム下流（荒瀬ダムへの流入水）と道の駅坂本（荒瀬ダム直下流）

と横石の濁度の関係に着目し整理したが、ほぼ同じような挙動を示している。 

・ダム上流の堆積土砂の影響（ダム下流の濁

り）は特に見られなかったと考えられる。

【参考資料Ⅰ】P.7、10、13 参照  
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時間雨量（mm/h） 瀬戸石ダム下流濁度（FTU） 道の駅坂本濁度（FTU） 横石濁度（FTU）

H27年4月 5月 6月 7月 8月 9月

ピーク濁度（道の駅坂本） 

793FTU（6/3 17 時） 

ピーク濁度（道の駅坂本） 

368FTU（6/11 18 時） 

道の駅坂本の濁度計が、6 月 15 日～7月 30 日の間、不調。 

6 月 11 月の出水以降に継続的に流下した土砂の堆積によりセンサー

が埋没したことが原因であった。7月30日まで水位が下がらず、センサー

の補修ができなかった。

ピーク濁度（横石） 

297FTU（7/22 10 時） 

※道の駅坂本の濁度計が不調の 

ため、横石のデータを示した 

ピーク濁度（横石） 

245FTU（7/1 21 時） 

※道の駅坂本の濁度計が不調の 

ため、横石のデータを示した 

ピーク濁度（横石） 

215FTU（6/18 17 時） 

※道の駅坂本の濁度計が不調の 

ため、横石のデータを示した 

ピーク濁度（道の駅坂本） 

864FTU（8/25 18 時） 

ピーク濁度（道の駅坂本） 

281FTU（9/1 17 時） 

瀬戸石ダム下流の濁度計が、8月 29 日～9 月 12 日の間、不調。 

8月25月の出水以降に継続的に流下した土砂の堆積によりセンサー

が埋没したことが原因であった。9 月 12 日まで水位が下がらず、センサ

ーの補修ができなかった。
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注1：瀬戸石ダムの流量は速報値（出典：電源開発南九州電力所提供資料）
注2：荒瀬ダム流量は、瀬戸石ダム放流量及び流入量からの換算値

注3：横石の流量は速報値（出典：国土交通省八代河川国道事務所提供資料）

注4：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース）
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評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

今年度の平水時濁度の状況 
平水時の濁度の時間変化 

(自動観測) 

・瀬戸石ダム下流（荒瀬ダムへの流入水）と道の駅坂本（荒瀬ダム直下流）の

濁度の関係に着目し整理したが、ほぼ同じような挙動を示している。 

・小規模の出水により一時的に高い期間はあるが、

ダム下流の環境に対して大きな影響はなかったと

思われる。 

【参考資料Ⅰ】P.7、10、13 参照  

時間雨量（mm/h） 瀬戸石ダム下流濁度（FTU） 道の駅坂本濁度（FTU） 横石濁度（FTU）

【凡 例】 
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道の駅坂本の濁度計が、6月15

日～7 月 30 日の間、不調。 

道の駅坂本の濁度計が、6月15

日～7 月 30 日の間、不調。 
瀬戸石ダム下流の濁度計が、8

月 29 日～9月 12 日の間、不調。 

36.4FTU（SS 25mg/L の相当値） 

36.4FTU（SS 25mg/L の相当値） 
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２）水質 ②出水時調査

視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

ダム上下流の水質比較 
・ 全般的に、ダム直下流(道の駅坂本)の方が上流(瀬戸石ダム下流)よりも高い傾向が見られた。しかし、

時間とともに差は縮小し、ピークから 1日を経ずにほぼ同じ数値となった。 

・ ダム上流の堆積土砂の影響（ダム下流への濁り等を含

む水塊の流下）は特に見られなかったと考えられる。 
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室内分析結果（調査は平成 27年 6月 3日～4日に実施） 
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【参考資料Ⅰ】P.42～43参照  
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３）基盤環境（物理環境の定期モニタリング） 

【荒瀬ダム下流における物理環境（平面形状）の変化の概要】

● 6～7月の出水で、ダム上流の土砂が下流に流出し、物理定期モニタリングの調査測線である19/000及び19/600の横断形状が変化した。 

● 横断形状の変化に伴い、水深や流速が変化したため、9月調査では、面積格子法の一部を実施した。（19ｋ600のコドラート②を調査可能な右岸際に移動させて実施）

平成 27 年 4 月 21 日（みお筋部撤去後） 

荒瀬ダム日平均流量：31m3/s 

平成 27 年 7 月 31 日（6～7 月の小中規模出水後） 

荒瀬ダム日平均流量：109m3/s 程度 

コドラート② 

コドラート② 

コドラート① 

コドラート①-2 

19/000 

19/600 

コドラート② 

コドラート②-2 

コドラート①-2 

コドラート② 

コドラート① 

9月29日の

調査で移動 

コドラート① 
コドラート① 



- 30 -

３）基盤環境（物理環境の定期モニタリング） 

【荒瀬ダム下流における物理環境（横断形状）の変化の概要】

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や工事実施前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水位

低下装置、みお筋撤去等)の影響把握
・みお筋部撤去(H27 年 3 月)後の 6～7月の連続的な小出水により、ダム上流の土砂が流出して河床が上昇した。 

19k000 

19k600 

凡 例

24年第1回
(H24.10.13)

24年第2回
(H25.2.26)

(H25.3.11)
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(H26.3.6)
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(H26.6.9)
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26年第3回
(H26.9.30)

(H26.11.7)
26年第4回

26年第5回
(H27.1.9)

(H27.3.4)
26年第6回

27年第1回
(H27.5.8)

(H27.7)
27年測量結果

コドラート②

コドラート①

コドラート②

コドラート①-2

荒瀬ダム 

コドラート②-2

平成 27年 7月撮影 

コドラート①

コドラート②

コドラート①

コドラート②

コドラート①-2

荒瀬ダム 

コドラート②-2

平成 27年 7月撮影 

コドラート①
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コドラード位置(2)
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80 85 9590 11010510040 45 5550 70 75656020 25 353010 155 115 130120 1250
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被覆石
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コドラード位置(1) コドラード位置(2)コドラード位置(1)-2 H27.1.30より

コドラード位置(2)-2 H27.9.29より

【参考資料Ⅰ】P.62 参照 
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【荒瀬ダム下流における物理環境（河床材料）の変化の概要】 

● ６０％粒径

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

出水前後や工事

実施前後の変化

状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水位低下

装置、ダム撤去等)の影響把握 

【全体の概要把握】 

・みお筋部撤去(H27 年 3 月)後の 6～7月の連続的な

小中規模出水により、面積格子法の設置地点では、

5月から 9月にかけて粗粒化する傾向が見られた。

みお筋部撤去(H27 年 3 月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水を受けて、ダム

直下流では粗粒化したことから、細粒分の河床への堆積や目詰まりによる環境

への影響はなかったと考えられる。 

コドラート② 

コドラート① 

コドラート② 

コドラート①-2 

荒瀬ダム 
コドラート②-2 

平成 27年 7月撮影 

コドラート① 

0

200

400

600

800

1000

1200

6/
1

7/
1

8/
1

9/
1

1
0/
1

1
1/
1

1
2/
1

1/
1

2/
1

3/
1

4/
1

5/
1

6/
1

7/
1

8/
1

9/
1

1
0/
1

1
1/
1

1
2/
1

1/
1

2/
1

3/
1

4/
1

5/
1

6/
1

7/
1

8/
1

9/
1

流
量
（
m
3
/s
）

荒瀬ダム流量

（H25年） （H26年）

1,9751,765

第6回

（12/13）

↓

第7回

（3/6）

↓

第8回

（6/9）

↓

第9回

（7/28）
↓

（H27年）

第10回

（9/30）

↓

第11回

（11/7）

↓

第12回

（1/9,1/30）

↓ ↓

第13回

（3/4）

↓

第14回

（5/8）

↓

第5回

（7/19）

↓

2,1512,3251,601

第15回

（9/29）

↓

2,1692,211

19k600 

19k000 

168

134
152

185

251

194

246

192

224
208

163158

190

60

0

50

100

150

200

250

300

H
2
4
.1
0
.1
3

H
25
.2
.2
6

H
25
.3
.1
1

H
2
5.
5
.9

H
25
.7
.1
9

H
2
5
.1
2
.1
3

H
2
6.
3
.6

H
2
6.
6
.9

H
26
.7
.2
8

H
26
.9
.3
0

H
26
.1
1
.7

H
2
7.
1
.9

H
2
7.
3
.4

H
2
7.
5
.8

代
表
粒
径
（m
m
）

線格子法（左岸） D60

25

12

18

2

24

39

1 2 2 2 2 2 2 2

0

10

20

30

40

50

H
2
4
.1
0
.1
3

H
25
.2
.2
6

H
25
.3
.1
1

H
2
5.
5
.9

H
25
.7
.1
9

H
2
5
.1
2
.1
3

H
2
6.
3
.6

H
2
6.
6
.9

H
26
.7
.2
8

H
26
.9
.3
0

H
26
.1
1
.7

H
2
7.
1
.9

H
2
7.
3
.4

H
2
7.
5
.8

代
表
粒
径
（m
m
）

線格子法（右岸） D60

131
119117

151

123
142147

151

124
140136

144

124
105

0

50

100

150

200

H
2
4
.1
0
.1
3

H
25
.2
.2
6

H
25
.3
.1
1

H
25
.5
.9

H
25
.7
.1
9

H
2
5
.1
2
.1
3

H
26
.3
.6

H
26
.6
.9

H
26
.7
.2
8

H
26
.9
.3
0

H
26
.1
1.
7

H
27
.1
.9

H
27
.3
.4

H
27
.5
.8

代
表
粒
径
（m
m
）

面積格子法①（左岸） D60

53 52 49

82

41

12 17
2
16
1 2

10
2 2

38

0

50

100

150

200

H
24
.1
0.
1
3

H
2
5.
2.
2
6

H
2
5.
3.
1
1

H
25
.5
.9

H
2
5.
7.
1
9

H
25
.1
2.
1
3

H
26
.3
.6

H
26
.6
.9

H
2
6.
7.
2
8

H
2
6.
9.
3
0

H
2
6.
11
.7

H
27
.1
.9

H
27
.3
.4

H
27
.5
.8

H
2
7.
9.
2
9

代
表
粒
径
（
m
m
）

面積格子法②（右岸） D60

水位低下装置設置 

【参考資料Ⅰ】P.63～86参照 

40 45
54

30
44
55

25

41 39
51
44

0

50

100

150

H
24
.1
0.
5

H
25
.2
.2
5

H
25
.3
.1
1

H
25
.5
.9

H
25
.7
.1
9

H
2
5.
1
2.
13

H
26
.3
.6

H
26
.6
.9

H
26
.7
.2
8

H
26
.9
.3
0

H
26
.1
1.
7

代
表
粒
径
（m
m
）

面積格子法①（左岸） D60

37 36 33
41

H
27
.1
.3
0

H
27
.3
.4

H
27
.5
.8

H
27
.9
.2
9

①-2(左岸)

110
98 97

141139
156161

84 88

44
62 63 56

44

0

50

100

150

200

H
24
.1
0
.5

H
25
.2
.2
5

H
25
.3
.1
1

H
25
.5
.9

H
25
.7
.1
9

H
2
5.
12
.1
3

H
26
.3
.6

H
26
.6
.9

H
26
.7
.2
8

H
26
.9
.3
0

H
26
.1
1
.7

H
27
.1
.3
0

H
27
.3
.4

H
27
.5
.8

代
表
粒
径
（m
m
）

線格子法 D60

77

99
105

139

90 90
104
92

35
27
20 20

2

28

0

50

100

150

H
24
.1
0.
5

H
25
.2
.2
5

H
25
.3
.1
1

H
25
.5
.9

H
25
.7
.1
9

H
2
5.
12
.1
3

H
26
.3
.6

H
26
.6
.9

H
26
.7
.2
8

H
26
.9
.3
0

H
26
.1
1.
7

H
27
.1
.3
0

H
27
.3
.4

H
27
.5
.8

代
表
粒
径
（m
m
）

面積格子法②（右岸） D60

64

H
27
.9
.2
9

②-2(右岸)



- 32 -

● 粒径２ｍｍ以下の割合

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

出水前後や工事

実施前後の変化

状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水位低下

装置、ダム撤去等)の影響把握 

【全体の概要把握】 

・みお筋部撤去(H27 年 3 月)後の 6～7月の連続的な

小中規模出水により、面積格子法の設置地点では、

5月から 9月にかけて細粒分が減少する傾向が見

られた。 

みお筋部撤去(H27 年 3 月)後の 6～7月の連続的な小中規模出水を受けて、ダム

直下流では細粒分が減少したことから、細粒分の河床への堆積や目詰まりによ

る環境への影響はなかったと考えられる。 
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● 線格子法 

19k000（蛇行部） 19k600（ダム直下流の直線部） 

左岸（外岸側） 
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19k600 

粒径加積曲線に用いたデータ 粒径加積曲線に用いたデータ 

粒径加積曲線に用いたデータ 

H24.10.13 H25.2.26 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6

H26.6.9 H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.9 H27.3.4 H27.5.8

H24.10.5 H25.2.25 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6

H26.6.9 H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.30 H27.3.4 H27.5.8

【参考資料Ⅰ】P.71～86参照 
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● 面積格子法

19k000（蛇行部） 19k600（ダム直下流の直線部） 
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H24.10.13 H25.2.26 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6 H26.6.9

H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.9 H27.3.4 H27.5.8 H27.9.29

H24.10.5 H25.2.25 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6 H26.6.9

H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.30 H27.3.4 H27.5.8 H27.9.29

【註】物理定期モニタリングの調査測線である19/600の横断形状が変化したことから、参考までに

9月29日の調査では右岸際にコドラートを移動し調査を実施した。 

【参考資料Ⅰ】P.63～70 参照 

コドラート① 

コドラート② 

コドラート① 

コドラート①-2 

コドラート② 

コドラート②-2(H27.9.29) 
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● 地上撮影写真
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空撮：平成 27 年 10 月 10日撮影 

【参考資料Ⅰ】P.87～88参照 
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空撮：平成 27 年 10 月 10日撮影 

【参考資料Ⅰ】P.89～90 参照 




